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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
も
半
年
を
越
え
た

Ｒ
ｎ
の
に
、
い
ま
だ
に
避
難
所
の
解
消
も
ま
ま
な

ら
ず
、
仮
設
住
宅
で
は
孤
独
死
や
自
殺
が
後
を
絶
た

な
い
。
恒
久
住
宅
や
雇
用
確
保
等
こ
れ
か
ら
先
も
不

透
明
で
人
生
再
設
計
も
で
き
な
。
い
で
途
方
に
暮
れ
る

評
者
牧
里
毎
治

ま
き
さ
と
つ
ね
じ

大
阪
府
立
大
学
教
授

人
た
ち
も
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
被
災
者
、

救
援
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
に
こ
と
か
か
な
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
の
阪
神
恢
災
地
区
の
救
援

活
動
も
災
害
救
助
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
も
っ
た
活
動
で
あ
る
。
正
直
に
白
状
す
る
と

書
評
す
ゑ
掌
者
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
活
躍
す
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
新
開
記
事
に
ふ
れ
る
ま
で
は
何
も
正
確

に
は
知
ぢ
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
正
式
な
名
称
は
、

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
と
い
い
、
’
ア
ジ
ア
の
医
師

た
ち
を
中
心
と
す
る
地
域
的
な
災
害
救
援
活
動
を
行

う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
被
災
地
長
田
区
で
行
っ
た
救
援
活
動
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
国
際

的
釣
援
活
動
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
被
災
地
袖
無
に
最
も
早
く
救
援
に

入
っ
た
民
間
団
体
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
震
発
生

の
一
月
十
七
日
の
午
後
に
は
第
一
次
医
療
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
午
後
十
一
時
に
は
長
田
保
健
所
に
現
地
事

務
所
を
設
匿
し
、
翌
日
に
は
救
援
活
動
を
開
始
し
て

い
る
。
そ
し
て
長
田
区
内
の
病
院
と
診
療
所
の
外
来

再
開
が
半
分
以
上
に
な
っ
た
頃
を
見
は
か
ら
っ
て
、

二
月
土
八
日
に
は
Ｉ
カ
月
に
及
ぶ
令
居
動
か
ら
撤
収

し
て
い
る
。
疾
風
の
よ
う
に
現
れ
・
て
、
疾
風
の
よ
う

に
去
っ
て
い
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
救
援
活
動
の
機
動
性
と

い
い
、
被
災
地
で
あ
る
地
元
の
自
立
性
、
自
主
性
の

尊
重
と
い
い
、
救
援
者
の
被
災
者
と
の
関
係
の
取
り

方
は
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
菅
波
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
は
「
良
き
医

療
、
良
き
将
来
」
で
あ
り
、
具
体
的
戦
略
（
方
法
論
）

は
、
「
相
互
理
解
、
相
互
支
援
、
相
互
幸
せ
」
な
の
だ

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
「
相
互
扶
助

思
想
」
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
の
「
国
際
緊
急
救

援
の
軌
跡
」
を
読
め
ば
、
弱
小
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｍ

　
Ｄ
Ａ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
国
境
を
越
え
た
緊
急
救
援

Ｌ
盾
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
が
述
べ
ら
れ
て
い

　
る
。
国
運
に
認
知
さ
れ
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
劣
ら
な
い

　
活
動
を
展
開
す
る
に
は
、
被
災
地
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ

　
Ｏ
も
し
く
は
現
地
医
師
と
日
常
的
に
連
携
・
協
力
関

　
係
を
結
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ

　
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
設
立
さ
れ
た
経
緯

　
を
み
る
と
、
岡
山
大
学
の
ア
ジ
ア
医
学
研
究
か
ら
は

　
じ
ま
り
、
ア
ジ
ア
医
学
生
の
交
流
の
積
み
重
ね
の
な

　
か
か
ら
、
ア
ジ
ア
医
師
の
連
絡
協
議
会
に
至
っ
て
い

　
る
。
顔
の
見
え
る
国
際
交
流
の
な
か
か
ら
相
互
緊
急

　
支
援
の
活
動
が
必
然
的
に
生
ま
れ
で
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
の
「
阪
神
大
震
災
救
援
の
記
録
」
は
、
菅

　
波
の
概
況
説
明
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

　
て
関
わ
っ
た
人
々
の
眼
に
映
っ
た
被
災
現
場
の
状
況

　
と
彼
ら
の
活
動
と
思
い
入
れ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
Ａ

　
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
え
ば
医
師
や
看
護
婦
だ
け
の
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
活
動
と
思
い
こ
み
が
ち
だ
が
、
事
実
は
そ
う
で

　
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
お
よ
そ
Ｉ
カ
月
の
震
災

　
斂
援
活
動
に
関
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
。
ア
は
、
延
べ
で

　
二
九
二
Ｉ
人
、
実
人
員
で
Ｉ
〇
八
九
人
で
あ
る
。
医

　
師
・
看
護
婦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
人
員
で
は
一
二
八
人

　
の
医
師
、
一
五
Ｔ
人
の
看
護
婦
で
、
大
半
は
運
転
手

　
か
ら
救
援
物
資
の
仕
分
け
を
担
当
し
た
一
般
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
緊
急
救
援
の
三
原
則
や
被
災
発
生

　
後
の
時
系
列
対
応
策
等
、
防
災
や
応
災
へ
の
組
織
的

　
・
・
計
画
的
取
り
組
み
と
機
動
性
の
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

　
経
験
則
は
学
ぶ
値
打
ち
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
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